
78.草漆市矢倉口遺跡

発掘調査略報

はじめに

悶道 1号線京滋パイパス処設に先立つ型ilj磁文化財の

発f照宮崎森は、 1979年 7 月より i山本市野路小野'山 j:ll'~の

総資を皮切りに開始され、 1980年 1月よ')矢倉口j泣跡

の澗査を実施している。矢倉口治湖、では、これまでに

はほ 8.000nずの絢:むを終え、多数のiむ紛・ j立物の検出

をみている . 今回はそのじ1.1 で、前ぬ町I~Jiむ刻、についで

以内で 2ヶ所目的水併を/JI土した汁戸(S E 2 )を叶'心

に略報するふとにしたい。

1.遺跡の概要

検出した巡椛(;t、術立制:建物23伺l以上、土検 5.1在、

井戸 2;¥去、滞状illtl耳、 r{品などで、占Jft時代前J聞から鎌

倉時代にまでわたるが、 4去i主するようにそのや心的な

年代はヨ奈良時代中犠かり後吉良とみられる.

擁立柱建物 方位よリ大きく 2併に分けられる。 N

-44" -50'-Wの)j{立を bつSBl-SB3をAf."と

し、このうち SB 1は 2n司x21品!の長ガ形を取し、 L;(

剥i方向に 2本の束性をるつもので、限内で(<t例を見な

いを「郎湖:とj忍われる。 81洋(;t、 N-10. -]8・-Eの方

i立の Lめで(S S 4 -S B 23)切り合いなどから、さら

に3併以 i二に分げられる。このうち特に、 SB4-S

B 9の 6械は東側の任:効jを綿え、 N-1S'-Eを馳に 1(-1

線に並ぶ1tW鮮である。ただし、 sS 4は 1附Xl問

でやや性絡が義なる 。これらは、-J:，J¥I.t:t:i形態まで必ずし

も一様で・ないが、--jiliのものとして怠識されることは

純笑で、公的な性絡が指摘しうると忠.われる。又S8

221H氏i!it.地 を背後にして.訴状にのびる11主合I也上にJ時
築された北約lきのこI偏J禍の建物で、柱11111;1:2. 51T1を測

る。そして S823ととむに 、L字削菌eifeをなし、井戸、

及びその時j切にはなかったと忽われる SB21十H5:のrt
場などと一対をなすものであろう。

土場 T字 'I~土抑置とでも言い草交わすべき士峨が歓)，~

発見されたが、そのほとんどは出土治物L少な〈、不

明l僚な点が多い。プラン検出H与に於て、 ドーナ'"~止め

泌色滋般土の中央に池山土塊が認められたものの、制i

前統祭でみは浮いておリ、ブロック 1替、及ひ"人為的にl'_llI.

1吐きれた痕跡も認められなかった.S K 1・2(ま共に

N o. 45 

1‘ 'ι '\'~ ty f!.すが、世!!.のむのと jもなリ、フラン等Il月刊{な

ものである。有1忠t'tのrill底部、袋例議、 I干、身、議者卒、

目I.wなj造物の出土をみた。又、 SK 3 - 5 (i小型円 Jf~

土械であるが、上slff1.，語、 ~i~RJ '1，器苦手の:1'，上があった。

井戸 SE1， SE2の H査が発見され、共に採さ

3.5111前後で妓存状態 L良〈、多くの泌物の出土を見

た。 SE 1は、 A地区よりゆるやかに傾斜する低台地

のド部にあり、方形主張す腐りの井戸である.出土遺物は

~f(恋然、 ;:tlili{{告の小破片で、 |時J別は今一つ明らかでな

L、 なお、 SE 2については後仁詳述する .

その他、方形周滞状迂t.ji町、及ぴ~i.t~ JI年代前期後半に

所紙する円形 2ill 12;1 i1tr，状mH~ 、 初}列、治跡、多数の小

"/J ヒ y 卜の浴~.!.をみた 。 (.'p.:JI・寿一 )

2. S E 2とその出土遺物

(1)迂W'f

S E 2'立、 C地区東端I:Uま中央官品、北西 ))Iojへ緩や

かに傾斜する低台i1l!上に、後;核な関係を宇佐察される 2

械の搬な住建物鮮の背後に位iltしている.

事管造 深さ 3.3m を ;WJ る、不格問形状のj).~ ') 1111ぽ中

央部に手f?:Jl~もあさ'やかに残る板付を〈んだ井戸作を

設けた井戸である 。 ~Lì り 1íli i朱くなるにつれて、しだ

いにまsIくなり、依j[j:くでは汁-戸枠外径よリわずかに大

きい;f'，lて"ある。これでは板材を1氏に誼くことは不可'能

であり、級料品12部のあたる閉ヶ所を特に州 ')込んでい

る.汁ー戸伴1孟、前述した様に、一辺80c闘の方形相'i4茨51
4く秘から成うている e 板付/:i、塊状ではj京{立;aを保っ

ているもの南北i!ii5段、東西ffi:iH主であるが、その他

由主上手止において内側に倒れ込んだもの l 段、 枠内に~

tぅ込んだ板材 4牧が存し、それらを考え合わせるなら
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ぱ、!.Iti19曲i6段、南北r(Ji7 段、?~~さ約 2m まで井戸枠

を彼7亡しf母る.fJiHに'i封品苦tiよリ 15cmf笠l.aJt、1tQgに車Uみ
合わせのための桶仰IJ1)込まれているが、その納の数

および形から板付は次の 3rf(に大日IJが可能であゐ。阪

5 <:m、民さ 10cmの長方形の納をJ二郎に 2コ切 1)込んだ

もの-ji崎北関 1段目、 |司じ納を上下に 4コ切リ込んだ

むの一東西lfii各 1・2段目、尚北i伺2段目、同じ織に

4コの納を切リ込むが、内一織の 2コカ'Uさ2c01f.lU.a
のi交い Lの-Jl.[i19前i各3 ・4段目、南北I(II各3・4 ・

5 段目、放上~Jtで内側に例Il込んだ抑止材 L 問機である。

嬰するに、 2段目を岐にしてか戸flーはその組み合わせ

方法 ・原さに変化を見せるのである。

層位 J事戸内の}将位li、f去の月主総1fi1(1)、井戸iJlP.災11与

取材llfi'i([J)、使用師寺I候.f11f1?i(回、 wにさらに11:戸十年外層

的に大51IJし得る。 1/r) li、レンズ状にJIHl'lした灰悩色

系の 81慢の砂町土栴に毒111分し得る。 61i1までがiB物包

含射であるが、特にJ，ii1の泌物を包合していたのは⑤

-a fl?iであリ、.w.色土総主砲、土師王手、 ~j'O.!!'保守=が :J:l土

している。日府 li、⑬隔を除いて、すべてガ灰色粘土

系の地械であり、 Rヲf3'L者手から判断しても ~~リ Ji くずれ

によるとおらわれる。地物包含府l立、 JJI.手Fのれも上書11を

被う僚に11主似していた⑮l替のみである。向j脅からは前

述した作似 4枚の他、土自ili鍵 ・桜tJiJi.'IZ口袋、そして

~lð lOcm l羽 }Jの石総数仰の出土を弘ている。 1lI . 1V 1M li 
井戸使用|暗におけるJt凶!1Mと考えられ、最も盟1;Iなj立

物を包含していた!併である。 !TI'IV府の続には、 10<:01

目立後の:(iJJl!.数例が認められた。 mJP1li、M物i立物をか

なり包含する H行総色総~Iì.土1Ø と i/jtl た 11[1火色村土柄が

交互にj1'(なりあい、 91Oに細分さtLl!}るが、大きく li

13:'水平な 21替の.Ilk般に分ffiI可能である。同1(1からはm
怒t干、 ・ 1ニ自i~ï手等の他、木管など多数の木製品が出土し

ている。 W層は枠内紋下層であり、 a}，械に網11分し得る.

m~ と同じく多くの泌物を包含していたが、そのほと

んどが底近くから出土している。特にほ(J{L灰色砂崩)

にP.~i りつく機に俄存していた総断片と rlJl 物IfJi J十は tt 目

される. V I習は 3~に紛分され、仲良込めと巧・えられ

る層である。調往時ではj吟水をほとんど礼なかったが、

@府池山UIIが大きく挟られており、 @J習との1えあたリ

に当時の防水最高点を求めることらできょう。

殺後に、井戸の年代にふれながらその刈i没過般につ

いて若干の総illil を加えて必〈。井戸~I~~長崎lÞJは不明で

あるが、!発事終時(8C中葉)をそれほどさかのぼらない

であろう。井戸はその後、 i幼必y水'tdl紋b泣~ I~均均布可í.1点t

H時寺点で、!なぎらえもされず波宮wされ、上段H¥似H'が紋

き取られた後{主婦 1)方の崩子高によりしだいにiul1授の一

途をたどリ、 8C後半に{主流れ込んだ格Ju土によリは

とんど完全にJ!llまったものと恕{役される。{大崎隆志)

の
'
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(2)出土i立物

ヒi述のとおり、 SE2は大きく 3-4層に区別lされ

第 I層l孟!必楽t去の、第 [)層11.廃楽|時の、第m. NI{11;t: 

j従来itl闘のまff1fJ't1切で、それぞれからよf:(以銀、土自li総、

紙利1陶然などの土器類のほか木Pfなど木製品のけiこkを

みた。ニこではその一部についてみておきたい.

〈第 111> 1 t;t:盤liifo三角形の出向をむつjこ自Jli総長r-で

ある。'Tl.lfl.な1定書11にやや内j均気味に大さくひらく U紋

をつけたもので、内外I(riともナデにより制務している。

2 はいわゆる内織の烈色土傑怖で、仲~iItli三角形めfs:い

iウif;をつけ、 f本部11;1:I付均し てLI給部を九くおさ めてい

る 。 ロ綾部内 ffllJ に l 粂の iえ~Ji!を布ーし、外部上半はナデ

で;潟略され、内的iは丁停に縦方li'J(7) ~ 7f考古《力11えられ

ている. 3 -5 1心、ずitL渋色土憾の設で、:r.tt部!;l:r 

< j 字にl:iiIlhし、口総mSt;J;やや内出しつつひらき 、端

苦1;はJJ1!J!tさせてやや内fI刊に巻きょむような彩をとる.

内外l自iともナデにより謝給している。 6・7(ま紋flhの

Y宛で、 6が土自ifi質、 7がな'IJ!.('l'lである。いずれら{本宮11

はゆるやかに内l;せしつつひら#、c.Jt.ま古品tH十J'iして、

~;;d吉11 を丸くおさめる。 6 1:1}.夜音1IτfJi l. で判i l~i j誕 t， Jf~の大

きなおれがつき、外に大きくふんばる。 いずれら利I!主

的紙色に~し〈発色する .こ il らのうち、 1 -5 11司王

bれ1.1跡 SK870の出土i!l:t均に賢rH列がゐ')'il， 1 ，、おおよ

そ引刊7η7ト山7叩8仰榊0年料を川とす怜る年判刊イ代'l;;i)<が刈推釦制削酬酬i礼訓伽制!l卵川[1川lリ附l

の車総求痢利刷hについて lは立、 8現4拍伐:♂の〉と こJろう、 j良;込~~好子な事1ぱ仰F抑lリIJcに二)忠4心l ま ⑩灰色絡之

tれtないが、おおよそ同時刻!とみられる。

く第 ![層> iJU&:絡、広口盗、依瓶、各 1.'.~(を 1~7T; し

た。 8!;tロ!綴持1¥を欠失しているが、やや大形の広口主t;:

て'ある . やや尖 1~11 ~弐l床の主11.1.去で、休部ははIfl白1策的に

外方にのび、 'I~ 古11で大きく Ild lltlする。内外耐ともナデ

て都;j~1脅し、ほ宮11はヘラ切リのあと -*11ナデで剥司王する 。

9 I ;j:.t~J絞めとれた小l彩の俄狐である。 やや角{まった十台

、円の体古r¥に、大きく hLlllhして外反する U縁部がつく 。

内外rfiiともナデi二よリ認可燃さ tl、一書1117'キ目を残し

ている。繊以のtll.1二t;t、この1I，¥')lIJでは珍しいが、 lよ口

伐 I;t..'fq成宮跡S0485に矧fylJがみとめ句iL;る(，1'21. 

S D4R5 !立、724年とさ ttるS03035・SD4951(制 1と、

749年とされる SK820111:刊の，-"nlJに位tl(づけられて

おり、730年代と椛alilされている。

〈第日m.JV層> t獄れお~ mυ}府荷カか. ら lはま 、 5むj[j品必e

自師曜骨総器j地宛 l点(川11川1)、土利li総杯 3点(12-14)を図ポした。10

は襲ft削j必台形の{此い荷台をもち、はぼfl，iPl<な底部で、

口総昔日はやや内?i守して、縦書I11止外反して九くおさめて

いる。11はやや丸味をおびた平l長で、口紋澗I!iゆるや

かに内向し‘ロt議論告11を小さ〈内i則に巻きこんでいる。

内外1friとも十デにより丁績に制強し、版部は一宮[1へラ

ミガキが加えられている。 12-141よ犬小はあるが、 11.

ぽIilJじ形態のJJlLである。エ11.:lrI.な庶務と外側ずる口*1Ii・Ifll

。 2 m 

からなり、 U紋端部1:11勾InJに巻き jbむように丸くおさ

灼る。 口縁内外ffilはナデにより溺滋し、 1広古111<1:ナデお

よび r切にヘラ 1庁キを Ijt1iす。内厳音11に 2~11のラセン

;1*の日行文(12・13)、 υ 倣内fHlJ に H立の紋射II~文( 12 -

14)を施す。第lVI脅から は、 i氏J忠告益杯 I点。母、肌 1.'λI

(1肘州1“附6崎)を|凶滋汀ポ;し fたニ。151.110とはぽ閉じ形態で、 ややノi、.;;1) 

である 。 1 6 1;J; 'I'-jfl.な底部f二、1<\~ <外fi.tiす るU紋古11がつ

き、端部は九〈おさめている。

以上、実iUI.第NI層i士¥::l:の造物l立、JjZ城宮跡SK820 

出土;遺物に~Ji伊jがあり IU， 51 おおよそ 8世紀中葉のもの

とみられる。

〈木沓〉 節目1]将より出ょしたもので、会長28.印刷、

Ipft\7.0cm、長さ内法24.5cm をばかり、 -，~，をくりぬき成

形している.先端1;1nlt線形に尖っており、紋取リめ線

刻かみらhる。有足用とみられるが、 Jl~i立{去の:1:庄で
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ややひし千げているほか、 JfJl.リ上げるl時点で右側I(fiヵ、

一部欠航している。なお制{の部分{主、すリヘヮてJまが

ぬけている。木f与の出二1.:1列としては、意外に少なく、

昭和27年に発見された奈良県立奈良山校f9lJを初%とし、

出 6)11併1153王手県下i~~/~~1m高山}町鴨泣跡でJO.. -，，((注7)昭和1

55年剥貸されたtJi槻市大級筒追跡で 1..... (ot. 8 )lIi'nIl55年

制3!tされた長1N.lJI'(左京二条二Ijj六町で 1点出 l二してい

るだけで{注川本{抑IJI;I:5ヶ所白、 14f9lJ!=Iに当る。年代l卓、

ま奈良高校i刊が予告良後lUJ、.P!jj也、勝{仰が 9世紀前半、大II老

司逃湖、!9リが認定良~平安、長fl1;J京左京二粂二坊六l町例が

787-788年で111f似かよってお 1)、大きさら、明日i立紛:

の場合、大きいものて・会長33cm、制12.5cm、長さ内法

24側、小さいもので会以27.5cm、l是さl勾$剖.5clI1、 ITM

8.7cm をはか 1) 、大政司逃紛:W~で、全長27.5cm、長さ

内法24.5cm、申ltr8.7側、長側京の f~IJが全民27.7c則、制12

.1clI1、長さ内法24.5C'mをはかリ、本遺跡f9tlはやや帆が

紋・いものの、普通の大きさと Lまうことができょう。

〈小結〉 以上、慨略述べたように、 SE2の出土地

物は廃築後の機械とみられる釘51 1曹のものが、おおよ

そ770-780年代に、際楽直ljijのJIHi'!とみられる第四、

第NR習が750年前後に、それぞれ比定される Lので、

8世紀rr集まで使用され、 8世紀後業には!従業・されて

w没したとみられるの である。(大総{抗体)

3.まとめ

以上、械略述べたよう に、本遺跡lま古J1't時代前期か

ら鎌倉時代にa.る大泉泌跡であるが、今制の謝ぜtにお

いて検出した中心的なiunYtは、村，iiljをそろえ 、一定間柄

で分布する念館鮮と、*'0守を出土した井戸と関連する

こ僚の主主物であろう。これらは、出土池、物よりお必よ

そ8世紀中濃~後楽を中心とする年代に属するものと

みられ、その配i波締造か らみて一般よ/Hi品とはやや災な

る性格をもっと言えよう.その点で、先年測をを2尾崎

し、 |羽田駅家に比定された|崎aif:[分i盆紡:がiR側に隣接

し、一帯11でi[(復す る可能性のあることが注立される。

li1(0)すなわち、このll!U食{ま古代東山i草と東海道の分岐

点として交通上の要衝であリ、ニこからj頼関の;5:1.工凶

wにかけては多くの'1'-¥'・営工))Jが分布しているのである。

したがうて、本足i:鰍:{;l.1河田駅家に|民Jj息する、公的な性

格をもつらのとみられるのである。 SE2:J1ょの木将

{立、その点をj立物の術から袋付けるものと言えるが、

それととむに SE2ともIUlf*-深い S821、S822の ~t

fl!IJ を東西流する桃周辺から、 :1:製 H~ 1点の出土がみら

れることは注目されるとニろである(if:ll).先年の|湖m
jft分i立幼:の淑1i:では、 |河田駅家と断定するには歪らな

かったが、本綱貨によって克めて有力化したと言えよ

う.それらについては、本遺跡のtt給付けと合わせて

今後の検討をまちたい。(可q1:均一 ・大統{dd下)
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